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　ケーブルテレビ日野町民チャンネル制作事業
（総務課）2,559 万 6 千円

　中海テレビ放送によるケーブルテレビ網を活用して、

議会放送や町内のニュース、町の伝統行事、イベント

など、町民参加による町独自のチャンネルを開設する。

　旧山陰合同銀行根雨支店活用事業（企画政策課）

19 万 7 千円

　　　　　　　　　　　　活用検討委員会（仮称）を

　　　　　　　　　　　設立し、「県民の建物100 選」

　　　　　　　　　　　にも選ばれている同建物の活用

　　　　　　　　　　　方法を検討する。

　金持テラスひの管理運営（企画政策課）1,661

万円

　賑わいづくりコーディネーターを配置し、金持テラ

スひのの管理運営および同施設を拠点とした観光振

興・特産品振興などを行う。

●奥日野たたらの里づくり推進事業（企画政策課）

437 万1千円

　「大山開山 1300 年祭」と連携し、たたらサミット

やたたら製鉄体験イベントなど、「たたら」をキーワー

ドにした事業を中心に取り組み、交流人口の増加につ

なげる。

●観光案内板整備事業（企画政策課）600 万円

　金持神社札所敷地内に町全体の観光スポットなど

を紹介した案内看板を設置する。

●ＪＲ伯備線利用促進事業（企画政策課）37 万円

　周辺町村、観光協会、商工会など官民一体の利用促

進協議会を立ち上げ、利用促進対策を検討。また、利

用促進 PR を行い、移住定住促進や観光振興を図る。

　危機管理監配置事業（総務課）288 万 7 千円

　危機管理監を配置し、防災体制の強化や専門的な視

点から住民の防災意識の向上を図る。

●地域防災整備事業（総務課）183 万円

　自治会などが購入する除雪機械や消防設備費用の

一部を助成する。また、ダンボールベッドやパーテー

ションなどの防災備品を年次的に整備する。

　林地台帳および森林ＧＩＳシステム整備事業
（産業振興課）630 万 3 千円

　林地台帳のデジタル化および森林 GIS システ

ム（県、市町村、森林組合などがネットワーク上

でつながったシステム）を構築することで、効率

的な森林管理を推進する。

●しっかり守る農林基盤交付金事業（産業振

興課）1,027 万 1 千円

　農業用施設の補修および改修を推進すること

で、農地の維持・保全を図る。今年度は、町内 4

地区の水路改修などを予定

●多面的機能支払事業（産業振興課）1,568

万 5 千円

　農村の有する多面的機能を維持するため、農地

の耕作放棄地発生を防止する活動に交付金を交付

する。

●販売野菜等種苗費助成事業（産業振興課）

125 万 6 千円

　苗代や種子代の購入費を助成し、販売農家の所

得向上や意欲の増進を図る。

●海藻肥料普及補助事業（産業振興課）151

万 5 千円

　海藻肥料の購入費を助成し、海藻米などの栽培

を促進する。購入費用の 3 分の 2 を補助する。

●間伐材搬出促進事業（産業振興課）300 万円

　間伐を促進し、森林の健全育成、森林資源の有

効活用を図る。

助成額：１㎥あたり 1,000 円（１人上限 200㎥）

●昼食限定スタンプラリー支援事業（産業振

興課）79 万円

　商工会が実施する昼食限定スタンプラリーに対

して支援を行い、地域の活性化を図る。

●鳥獣被害対策事業（産業振興課）1,471 万

5 千円

　日野郡鳥獣被害対策協議会に町雇用の実施隊員

1 人を派遣するほか、イノシシ侵入防止柵の設置

や有害鳥獣駆除を行うことで、農作物などへの被

害防止につなげる。また、農家指導も行い、鳥獣

被害対策の普及も図る。
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　急傾斜地崩壊対策事業（建設水道課）100 万円

　経年変化による根雨地区の「落石対策」を実施。今

年度は路線測量、詳細設計、用地測量、用地買収など

を行う。事業予定期間：平成 30 年度～ 33 年度

●町道下黒坂線道路改良事業（建設水道課）

3,600 万円

　舟場から江府町下安井間を結ぶ日野川左岸道路の

拡幅整備を図り、国道 181 号が災害などで長期間

通行不能になった場合の代替道路として活用する。

　今年度は、詳細設計、路線測量、用地測量を実施

●文化センター空調設備等改修事業（教育委員

会）8,603 万 3 千円

　老朽化した空調設備、音響設備、舞台照明設備を

更新し、施設の長寿命化を図る。

●耐震性貯水槽整備事業（総務課）1,580 万円

　水利の不足している地域に耐震性貯水槽（防火水

槽）を整備し、火災発生時の初期消火活動に役立て

る。今年度は、安原地区、下菅地区内にそれぞれ 1

基ずつ整備する。

●交流促進施設設備更新事業（産業振興課）950

万 4 千円

　リバーサイドひのの老朽化した空調設備（宿泊棟

以外）を更新する。平成 9 年に竣工した施設・設

備のリニューアルを年次計画で進め、施設の円滑な

管理と利用促進を図る。
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の幕開け！

■第３回お地蔵さまフェスティバル
地域の皆さんに、お地蔵さまと大山の関係について学び、より大山に興味を持っていただくためのイベントです。日頃
の感謝をこめてのお地蔵さま清掃やキーホルダー作り、クイズラリーなど、どなたでも楽しめる催しが盛りだくさんです。

開催日時：5 月 13 日（日）午前 9 時 20 分～午後 3 時 20 分　開催場所：大山寺参道周辺

■皆生・大山 SEA  TO  SUMMIT  10th アニバーサリー大会
海・里・森のつながりに思いを巡らせながら「大山のエコロジカルな楽しみ方」として、カヤック、バイク、ハイクで自然を体
感できます。SEA TO SUMMITはここ皆生・大山が発祥の地で、今回開催10周年を迎えます。10周年を記念した環境シンポ
ジウム（5月19日・米子コンベンションセンター。作家・椎名誠氏による基調講演など。参加無料）もあります。

開催日：5 月 19 日（土）・20 日（日）　開催場所：皆生（米子市）～大山

■特別御朱印・御朱印帳
大山寺では、開創 1300 年を記念し、特別なデザインを施した御朱印帳が販売されます。
また、御朱印も特別デザインとなり、いずれも今年限りの仕様となります。

販売期間：5 月 20 日（日）～ 11 月 30 日（金）　販売場所：大山寺本堂
販売金額：特別御朱印帳 5,000 円　御朱印 300 円
※この他にも期間中はたくさんのイベントが行われます。公式ホームページやフェイス
ブックにて随時お知らせします。

問合せ：伯耆国「大山開山 1300 年祭」実行委員会【鳥取県西部総合事務所 地域振興局 西部観光商工課 大山振興室内】
電話：0859-31-9371　公式ホームページ：http://www.daisen1300.org/

5 月から、「大山開山 1300 年祭」が本格的に始まります。
ぜひ、さまざまなイベントに参加いただき、大山の魅力をご体感ください。


